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9. 研究実績の概要

本研究では、3次元CGモデルを用いてあらゆる形態の乳房を3次元的に視覚化する。取りうる手術デザインに対応する移植皮膚パッチや
手術痕を描画し、その審美上の点数評価を行う。しかし、3 次元CG モデル化された乳房における評価が、現実の乳房の外観における
評価を正確に反映するのか否かは不明である。そこで3次元CGモデルにおける評価がはたして現実の乳房における評価を反映するか否
かを、連携研究者である慶應義塾大学医学部形成外科学教室の永竿智久氏と密接に連携して検証した。
本研究では、患者の乳房をレーザースキャナで計測し、3次元形状点群データを得る。人体の3次元形状点群データ量は膨大かつ複雑な
ため、一般的な3次元CGソフトウェアで扱うことは困難である。交付申請時には、3次元形状点群データの変形処理には「DEPMeshWorks
/Morpher」のレンタル利用が適していると判断したが、2012年5月のアルバータ大学出張による調査の結果、「FreeFormPlus」の利用
の方が断然適していることが判明した。「FreeFormPlus」では、3次元形状変形処理に加えて、移植皮膚パッチや手術痕を効率的に描
画することも可能であることが判明した。また、CT画像からの3次元形状作成のために「Materialize MIS base」が必要であることが
判明した。
「FreeFormPlus」と「Materialize MIS base」を前倒し支払い請求の承認により新たに導入できたことにより、本来次年度から行う予
定の「あらゆる形態の乳房の3次元CGモデルの作成」を本年度から開始することができた。その結果、「実写評価と3次元CGモデル評価
の対比」において、3次元CGモデルの作成を大幅に効率化することができた。
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（1）当初の計画以上に進展している。

連携研究者である慶應義塾大学医学部形成外科学教室の永竿智久氏と密接に連携して、平成24年度の研究計画である「実写評価と3次
元CGモデル評価の対比：実験の正当性の証明」は順調に行えた。
平成25年度の研究計画である「あらゆる形態の乳房の3次元CGモデルの作成」のための効率的な手法が、2012年5月のアルバータ大学出
張における調査により判明した。
「FreeFormPlus」と「Materialize MIS base」を前倒し支払い請求の承認により新たに導入できたことにより、「あらゆる形態の乳房
の3次元CGモデルの作成」を本年度から開始することができた。その結果、「実写評価と3次元CGモデル評価の対比」における3次元CG
モデルの作成も大幅に効率化することができた。
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11.現在までの達成度

今後の研究の推進方策　等

平成25年度の研究実施計画
複数の患者の乳房をレーザースキャナで計測し、3次元形状点群データを得る。CTからも「Materialize MIS base」を用いて3次元モデ
ルデータを得る。これらより、リアルな3次元CGモデルを作成する。人体の3次元形状データ量は膨大なため、一般的な3次元CGソフト
ウェアで扱うことは困難である。そのため、ソフトウェア「FreeformPLUS」を用いて複雑な形状データを3次元CGソフトウェアで扱う
ことを可能にする。肌や乳頭はテクスチャ画像として3次元CGモデル上に配置し、リアルな表現を行う。このようなプロセスを経て、
複数の患者データからパターンモデルの基になるベースモデルを数種類ほど作成する。また、「FreeformPLUS」を用いてそれらを変形
させる。それにより、乳房の多様性を反映させた乳房形態パターンモデルを50種類以上作成する。
平成26年度の研究実施計画
乳房形態パターンモデルごとに移植皮膚パッチや手術痕を「FreeformPLUS」を用いて描画し、手術後のイメージを3次元CGモデルとし
て表示する。リアルな人体3 次元CG モデルは、ポリゴン数が多いため、モデルの表面に手術痕の様な複雑な描画を行うことは困難で
ある。単なる線の描画ではリアルさに欠けるため、実際の手術痕の写真からテクスチャ画像を作成し、細かく貼り付ける必要がある。
実用可能な貼り付け手法や定型的な描画作業を効率的に行うための手法の開発も行う。手術後をイメージした乳房の3次元CGモデルの
審美的評価を、複数の回答者にVASスコアを用いて評価してもらう。普遍的な審美感による評価を行うため、回答者の性別、年齢に偏
りがないように留意する。アンケート調査の解析結果を基に、乳房形態のパターンごとに、乳房再建手術のデザインのためのガイドラ
インを構築する。

連携研究者である慶應義塾大学医学部形成外科学教室の永竿智久氏と協議した結果、より多くの患者の乳房の3次元形状データを収集
するために、レーザースキャナ以外にCT画像から得る必要性が生じている。
平成24年度の前倒し支払い請求の承認により、CT画像からの3次元形状作成のために「Materialize MIS base」を導入したが、大量の
データ処理には機能と精度が不十分であった。そのため、CT画像からの3次元形状の精度をより向上させるためのソフトウェアの導入
を行う。

（今後の推進方策）

（次年度の研究費の使用計画）
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13.研究発表（平成２４年度の研究成果）

〔雑誌論文〕　計( ２ )件　　うち査読付論文　計( ０ )件

2 0 1 2

2 0 1 3

〔学会発表〕　計（ ２ ）件　　うち招待講演　計（ ０ )件

第21回日本形成外科学会基礎学術集会( 日本形成外科学会)

発　表　場　所

ホテルリステル猪苗代（福島県）

発表年月日

2012年10月04日～2012
年10月05日

発　　表　　標　　題

乳房再建手術の術前プラン ニングを目的とした、シミ ュレーション手法の開発

発　表　者　名

今野恵理、板宮朋基、永竿智久、金子剛、貴志和
生

学　会　等　名

今野恵理、板宮朋基、永竿智久、金子剛、貴志和
生

今野恵理、板宮朋基、永竿智久、金子剛、貴志和
生

査読の有無

査読の有無

無

無

雑　　誌　　名

雑　　誌　　名

第21回日本形成外科学会基礎学術集会抄録集

第56回日本形成外科学会総会・学術集会抄録集

なし

なし

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）

論　　文　　標　　題

論　　文　　標　　題

乳房再建手術の術前プラン ニングを目的とした、シミ ュレーション手法の開発

最適な乳房再建手術デザイ ンの選択を目指したシミュ レーションシステムの構築

著　者　名

著　者　名

最初と最後の頁

最初と最後の頁

110

243

巻

巻

2012

2013

発行年

発行年
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〔図書〕　計（ ０ )件

14.研究成果による産業財産権の出願・取得状況

〔出願〕　計（ ０ )件

〔取得〕　計（ ０ )件

産業財産権の種類、番号 国内・外国の別産業財産権の名称 発明者

出願年月日

権利者 取得年月日

国内・外国の別出願年月日産業財産権の種類、番号

著　者　名

書　　名

発明者産業財産権の名称 権利者

2013年04月03日～2013
年04月05日

総ページ数発行年

出　版　社

学　会　等　名

第56回日本形成外科学会総会・学術集会 (日本形成外科学
会)

発　表　場　所

京王プラザホテル（東京都）

発表年月日

発　　表　　標　　題

最適な乳房再建手術デザイ ンの選択を目指したシミュ レーションシステムの構築

発　表　者　名

今野恵理、板宮朋基、永竿智久、金子剛、貴志和
生
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